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台
湾
合
弁
会
社
U
T
S
の
設
立
と
海
外
事
業

　
信
号
機
で
は
そ
の
後
、
日
亜
化
学
工
業
が
あ
る
徳
島
県

で
L
E
D
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
式
の
車
両
用
灯
器
が
採

用
さ
れ
た
り
し
た
が
、
ま
だ
高
価
な
物
で
日
本
で
の
信
号

機
の
L
E
D
化
は
、
警
視
庁
が
2
0
0
2
年
に
L
E
D
式

車
両
用
灯
器
を
本
格
導
入
す
る
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
海
外
の
動
き
は
早
く
、
米
国
の
西
海
岸
側

は
信
号
機
の
L
E
D
化
に
踏
み
切
る
と
い
う
情
報
が
流
れ

て
き
て
、
台
湾
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
・
新
竹
市
で
は
そ
の

市
場
を
狙
っ
た
半
導
体
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

我
々
は
1
9
9
8
年
、
日
本
向
け
L
E
D
式
灯
器
よ
り
先

に
海
外
向
け
L
E
D
ラ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
を
進
め
、

L
E
D
式
灯
器
を
世
界
に
販
売
し
よ
う
と
い
う
L
E
D

技
術
に
た
け
た
頼
茂
名
さ
ん
（
台
北
の
L
E
D
表
示
板

メ
ー
カ
ーInw

ood Industries

）
と
合
流
し
、
大
胆

に
も
台
湾
の
4
社
と
当
社
に
よ
る
合
弁
会
社
「
U
T
S
」

（U
niversal Traffic Signal

：
全
球
交
通
号
誌
器
材

公
司
）
を
1
9
9
9
年
に
台
北
に
設
立
し
た
。

　
台
湾
で
体
感
し
た
の
は
、
否
定
か
ら
入
る
の
で
は
な
く

そ
の
可
能
性
に
対
し
、
い
か
に
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
？

　
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
円
卓
を
囲
み
会
食
し
な
が
ら

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
議
論
し
、
合
意
に
達
す
る
と
す
ぐ
合

弁
会
社
を
い
と
も
簡
単
に
つ
く
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
未
知

の
可
能
性
へ
貪
欲
に
挑
戦
し
て
い
く
民
族
に
、
大
い
に
刺

激
を
受
け
た
。

　
そ
し
て
、
1
9
9
9
年
か
ら
世
界
の
展
示
会
に
U
T
S

メ
ン
バ
ー
と
出
展
し
、
世
界
の
L
E
D
化
の
先
端
情
報
を

得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
年
は
米
国
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
カ

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
、
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
出
展
し
た
。

　
中
で
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
の
驚
き
は
、
西
海
岸
側
の
州
政

府
の
政
策
が
「
州
政
府
の
支
出
を
増
や
さ
ず
、
民
間
に
託

す
方
法
」
で
、
信
号
灯
器
の
L
E
D
化
を
推
進
し
て
い
た

こ
と
だ
っ
た
。
州
政
府
は
全
エ
リ
ア
の
L
E
D
化
を
決
定

し
た
が
、
当
時
は
環
境
問
題
に
よ
り
電
力
会
社
は
設
備
増

強
で
き
な
い
環
境
下
だ
っ
た
よ
う
で
、
電
力
使
用
量
を
削

減
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
5
年
償
却
で
L
E
D
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
力
料
金
の
低
下
に
伴
う
差
額
は
電

力
会
社
に
肩
代
わ
り
さ
せ
、
銀
行
が
そ
れ
を
担
保
に
し
て
、

メ
ー
カ
ー
側
に
L
E
D
化
の
差
額
分
を
保
証
す
る
と
い
う

仕
組
み
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
電
力
会
社
が
L
E
D
化
に
伴

う
差
額
分
の
費
用
負
担
に
金
融
機
関
を
介
入
さ
せ
る
こ
と

で
5
年
間
の
電
力
料
金
減
額
分
で
相
殺
す
る
と
い
う
。
州

政
府
の
懐
は
痛
ま
ず
、
L
E
D
灯
器
メ
ー
カ
ー
は
5
年
間

生
産
が
保
証
さ
れ
、
早
期
L
E
D
化
を
実
現
す
る
こ
と
で

輸
出
競
争
力
を
得
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
L
E
D
素
子
G
Y
R
（
緑
色
、
黄
色
、
赤
色
）
の
半
導

体
素
子
開
発
は
、
日
本
メ
ー
カ
ー
が
世
界
に
先
行
し
て
い

た
が
、
そ
の
応
用

技
術
の
速
さ
と
官

民
融
合
で
進
め
る

政
策
の
柔
軟
性
で

は
米
国
が
抜
き
ん

で
て
お
り
、
日
本

の
対
応
は
遅
過
ぎ

る
と
実
感
し
た
。

そ
し
て
、
当
時
の

販
売
価
格
で
も
米

国
は
日
本
の
3
分

の
1
ほ
ど
だ
っ 糸

永
康
平

信
号
電
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
牟
田
の「
し
ん
ご
う
屋
」、九
州
か
ら
全
国
へ
、世
界
へ（
4
）

海
外
展
開
を
進
め
た
糸
永
一
平
社
長
時
代

月
曜
隔
週
連
載

地
方
で
稼
ご
う
�

写真1　パリの街とスタンド型の信号灯器
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た
。
こ
れ
に
は
台
湾
メ
ン
バ
ー
も
驚
き
、
コ
ス
ト
競
争
力

を
よ
り
高
め
る
開
発
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
翌

2
0
0
0
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
展
示

会
に
出
展
し
、
欧
州
の
先
端
情
報
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

欧
米
の
信
号
機
は
、
基
本
的
に
ケ
ー
ブ
ル
が
地
下
埋
設
型

で
、
信
号
灯
器
も
縦
型
（
12
㌅
）
の
ス
タ
ン
ド
式
で
あ
り
、

日
本
の
よ
う
に
車
道
側
に
張
り
出
す
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
は

少
な
か
っ
た
。
上
空
に
架
空
線
が
な
く
、
灯
器
の
張
り
出

し
も
な
い
の
で
街
並
み
の
景
観
も
良
く
、
施
工
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
容
易
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に
パ
リ
の
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
通
り
で
見
た
ス
タ
ン
ド
式
灯
器
は
デ
ザ
イ
ン
も
美

し
く
、
魅
了
さ
れ
た
。
信
号
灯
器
も
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ

ン
が
あ
っ
て
よ
い
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
だ
け

が
世
界
標
準
か
ら
外
れ
た
形
状
（
レ
ン
ズ
の
直
径
3
0
0

㍉
）
と
い
う
こ
と
も
知
り
、
日
本
は
こ
こ
で
も
独
自
の
進

化
を
遂
げ
た
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
だ
と
思
っ
た
（
写
真
1
）。

【
マ
レ
ー
シ
ア
輸
出
で
の
出
会
い
】

　
2
0
0
1
年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
現
地
日
系
商
社

J
&
M
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
販
売
契
約
を
結
び
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
市
内
で
多
く
の
販
売
実
績
を
つ
く
り
、
翌
年

に
は
現
地
で
の
展
示
会
も
行
っ
た
。
そ
こ
で
後
に
当
社
に

移
籍
し
海
外
事
業
を
担
う
古
閑
涼
二
と
の
出
会
い
も
あ
っ

た
（
写
真
2
、
3
）。

【
日
本
の
L
E
D
化
へ
の
波
】

　
そ
し
て
、
2
0
0
1
年
に
当
時
の
東
京
都
知
事
石
原

慎
太
郎
氏
が
よ
う
や
く
東
京
で
L
E
D
化
に
踏
み
切
る

決
断
を
し
て
、

2
0
0
2
年
か

ら
L
E
D
車
両

灯
器
が
導
入
さ

れ
た
。
警
視
庁

に
よ
る
L
E
D

灯
器
の
選
定
視

認
評
価
試
験
が

日
比
谷
公
園
で

行
わ
れ
、
メ
ー

カ
ー
各
社
は

L
E
D
灯
器
開

発
製
品
を
出
展
し
た
。
こ
の
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
光
を

集
中
さ
せ
る
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
タ
イ
プ
か
、
素
子
が
見
え

る
デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
タ
イ
プ
か
に
あ
っ
た
。
見
た
目
で
は
、

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
タ
イ
プ
が
電
球
発
光
に
近
く
き
れ
い
に

見
え
た
が
、
陽ひ

が
当
た
る
と
白
化
現
象
が
起
こ
り
、
発
光

色
が
見
え
な
く
な

る
問
題
点
が
あ
る
。

欧
米
の
展
示
会
を

回
り
、
西
日
灯
器

に
こ
だ
わ
り
が
あ

っ
た
我
々
は
、
社

内
の
視
認
試
験
で

そ
の
問
題
点
を
認

識
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
当
社
は
デ

ィ
ス
ク
リ
ー
ト
タ

イ
プ
を
推
す
こ
と

に
し
た
が
、
大
手

メ
ー
カ
ー
各
社
は

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ

タ
イ
プ
を
推
す
傾

向
に
あ
っ
た
。
警

視
庁
に
お
け
る
試

験
結
果
は
、
そ
の

問
題
点
を
考
慮
し

て
デ
ィ
ス
ク
リ
ー

ト
に
決
定
、
日
本

の
仕
様
は
全
国
的

に
そ
の
方
向
に
定
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
写
真
4
、
図

表
1
）。

　
そ
こ
で
、
当
社
も
国
内
向
け
L
E
D
車
両
灯
器

（
1
9
2
型
：
素
子
数
が
1
9
2
個
）
を
開
発
・
生
産
す

る
こ
と
に
な
る
。
生
産
ラ
イ
ン
は
、
海
外
向
け
ラ
ン
プ
ユ

ニ
ッ
ト
生
産
を
し
て
い
た
新
竹
市
で
行
う
こ
と
で
コ
ス
ト

競
争
力
も
得
た
の
で
あ
る
。

　
警
視
庁
で
L
E
D
車
両
灯
器
が
採
用
さ
れ
た
2
0
0
2

年
が
当
社
の
創
業
30
周
年
だ
っ
た
。
創
業
30
周
年
の
式
典

に
は
、
国
内
7
営
業
所
の
メ
ン
バ
ー
と
国
外
（
台
湾
・
韓

国
・
マ
レ
ー
シ
ア
）
か
ら
来
賓
を
呼
び
、
こ
の
10
年
の

間
に
知
り
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
結
す
る
場
と
な
っ
た
。

1
9
9
2
年
か
ら
2
0
0
2
年
の
間
は
、
国
内
に
販
売
営

業
所
を
設
立
し
海
外
へ
輸
出
入
を
行
う
激
動
期
で
あ
り
、

西
日
対
策
灯
器
開
発
か
ら
L
E
D
灯
器
開
発
へ
転
換
す
る

変
革
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
の
人
と
の
出
会
い
が

写真2　左端から当時の技術部長：進藤、マレーシ
アの日系商社J&M：小山社長、私、J&M社員の古閑写真3　クアラルンプール市内

写真4　警視庁視認試験：日比谷公園広場にて
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不
思
議
に
つ
な
が
り
成
功
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　
父
の
糸
永
嶢た

か
し

会
長
が
開
発
し
た
西
日
対
策
灯
器
の
寿

命
は
10
年
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
当
社
を
信
号
灯
器
メ
ー
カ
ー

と
し
て
全
国
へ
知
ら
し
め
る
役
目
を
果
た
し
、
台
湾
と
の

つ
な
が
り
が
L
E
D
灯
器
開
発
と
海
外
生
産
ラ
イ
ン
構
築

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
海
外
展
示
会
へ
の
出
展
を
通
し

て
、
世
界
の
先
端
技
術
を
九
州
の
中
小
メ
ー
カ
ー
が
知
り

得
た
こ
と
で
、
大
手
上
場
メ
ー
カ
ー
と
対
等
に
戦
え
る
知

識
と
視
界
を
広
げ
ら
れ
た
と
言
え
る
（
写
真
5
）。

【
L
E
D
灯
器
販
売
と
海
外
事
業
の
進
展
】

　
2
0
0
3
年
に
は
、
国
内
L
E
D
灯
器
の
生
産
量
が
増

加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
台
湾
の
U
T
S
に
投
資
を
行
い
当

社
か
ら
現
地
駐

在
員
を
派
遣
し

て
海
外
事
業
の

安
定
と
拡
大
を

進
め
た
。
ま
た
、

2
0
0
1
年
こ

ろ
か
ら
「
世
界

の
工
場
」
と
い

わ
れ
た
中
国
の

存
在
が
大
き
く

な
り
つ
つ
あ
り
、

会
長
と
私
で
中

国
の
大
連
、
青
島
な
ど
を
視
察
し
た
。
後
に
福
岡
ア
ジ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
古
森
代
表
（
当
時
）
と
懇
意
に
な

り
、
中
国
と
よ
り
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
当
社
の
L
E
D
灯
器
販
売
に
お
け
る
海
外
事
業
は

1
9
9
7
年
の
台
湾
、
韓
国
に
始
ま
り
、
2
0
0
1
年

の
マ
レ
ー
シ
ア
、
2
0
0
3
年
の
タ
イ
、
モ
ン
ゴ
ル
、

2
0
0
4
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
、
中
国
な
ど
へ
拡

大
し
た
（
図
表
2
）。

【
2
0
0
3
年
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
太
陽
の
道
】

　
中
で
も
印
象
に
残
る
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
へ
の
設
置
は
、
信
号
制
御
機
メ
ー
カ
ー
の
交
通
シ
ス
テ

ム
電
機
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
駅
か
ら

「
太
陽
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
産
業
道
路
を
日
本
の
O
D
A

（
政
府
開
発
援
助
）
活
用
に
よ
り
整
備
す
る
案
件
で
、
信

号
灯
器
・
信
号
ポ
ー
ル
・
照
明
ポ
ー
ル
ま
で
当
社
で
担
当
、

開
通
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

駅
前
か
ら
真
っ
す
ぐ
延
び
る
産
業
道
路
に
当
社
の
L
E
D

灯
器
と
ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
当
時
の

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
長
の
ス
ピ
ー
チ
と
馬ば

と
う
き
ん

頭
琴
の
演
奏
な

ど
を
聴
い
た
と
き
は
感
動
し
た
。
そ
し
て
、
街
中
か
ら
出

る
と
広
大
で
荒
涼
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
原
野
が
あ
り
、
夜

の
満
天
の
星
と
月
の
明
か
り
で
本
が
読
め
る
と
い
う
大
自

然
の
体
験
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
私
は
、
古
閑
と
多
く
の
国
へ
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
種

の
方
々
と
出
会
い
、
議
論
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
得

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
そ
の
国
の
環
境
や
歴

史
、
言
葉
や
肌
の
色
が
違
え
ど
も
人
の
根
っ
こ
は
皆
同
じ

だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
写
真
6
）。

図表1

出典：社内教育資料「安全と信号機材の進化」

写真5　名誉会長77歳、喜寿の祝い。当時の本社
主要メンバーとのスナップ（2001年7月）

図表2

出典：社内教育資料「安全と信号機材の進化」
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【
2
0
0
4
年
フ
ロ
リ
ダ
展
示
会
】

　
そ
し
て
、
2
0
0
4
年
に
U
T
S
メ
ン
バ
ー
の
頼
さ
ん

が
米
国
で
L
E
D
表
示
板
メ
ー
カ
ー
会
社
を
設
立
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
再
び
米
国
の
フ
ロ
リ
ダ
で
展
示
会
を
行

い
、
今
度
こ
そ
米
国
へ
の
輸
出
を
実
現
し
よ
う
と
試
み

た
。
こ
の
フ
ロ
リ
ダ
の
展
示
会
に
は
、
当
社
の
灯
器
開
発

デ
ザ
イ
ン
で
協
力
し
て
い
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

秋
田
道
夫
顧
問
も
参
加
し
、
海
外
向
け
L
E
D
信
号
灯
器

「
C
U
B
I
T
」（
後
に
J
I
D
A
〈
日
本
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
〉
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
）
の
試
作

灯
器
を
出
展
し
た
と
こ
ろ
、
会
場
の
評
価
は
良
か
っ
た
。

た
だ
、
米
国
は
州
ご
と
に
仕
様
が
異
な
る
問
題
も
あ
り
、

製
品
化
に
は
数
億
円
の
投
資
を
必
要
と
し
た
（
写
真
7
）。

　
そ
し
て
、
我
々
は
輸
出
の
可
能
性
と
夢
を
描
い
て
帰
国

し
た
が
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
社
長
か
ら
の
思
わ
ぬ

海
外
事
業
の
ス
ト

ッ
プ
指
示
だ
っ
た
。

【
思
わ
ぬ

行
き
詰
ま
り
】

　
信
号
電
材
は
、

一
平
社
長
の
時
代

に
営
業
所
開
設
と

海
外
事
業
を
手
掛

け
、
あ
ま
た
の
製

品
開
発
に
多
額
の

投
資
を
行
い
固
定

費
が
膨
ら
み
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
1
9
9
2
年
で
13

億
7
1
0
0
万
円
だ
っ
た
売
り
上
げ
は
、
2
0
0
1
年
で

28
億
5
6
0
0
万
円
と
2
倍
余
り
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。

2
0
0
2
年
は
、
警
視
庁
の
信
号
機
の
L
E
D
化
に
伴
い

売
り
上
げ
36
億
8
3
0
0
万
円
と
30
億
円
台
を
達
成
す
る

が
、
2
0
0
3
年
、
2
0
0
4
年
と
低
迷
す
る
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
業
界
で
談
合
疑
惑
が
発
覚
、
厳

し
い
処
置
も
取
ら
れ
価
格
競
争
が
始
ま
っ
た
た
め
だ
。
こ

れ
ま
で
の
適
正
価
格
販
売
と
い
っ
た
考
え
が
通
用
し
な
く

な
り
、
利
益
率
の
低
下
を
招
い
た
。
さ
ら
に
当
社
で
は
こ

の
時
期
に
、
警
視
庁
エ
リ
ア
に
設
置
し
た
L
E
D
車
両
灯

器
の
滅
灯
問
題
が
発
生
、
原
因
を
調
査
し
て
リ
コ
ー
ル

（
回
収
・
無
償
修
理
）
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
当
社
も
例

外
な
く
価
格
競
争
の
余
波
を
受
け
、
2
0
0
4
年
度
は
大

き
な
財
務
悪
化
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
経
営
課
題
を
私
は
兄
の
社
長
に
頼
り
、
役
割

分
担
と
し
て
販
路

拡
大
ば
か
り
を
構

想
し
、
走
り
続
け

よ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
経
営
実

態
を
突
き
付
け
ら

れ
、
自
由
奔
放
な

専
務
職
か
ら
、
経

営
の
最
終
責
任
と

い
う
重
責
を
担
う

社
長
職
を
継
ぐ
の

で
あ
る
。

写真6　ウランバートル市内

写真7　フロリダ展示会

1992年  1期 

1993年  2期 

1994年  3期 

1995年  4期 

1996年  5期 

1997年  6期 

1998年  7期 

1999年  8期 

2000年  9期 

2001年10期

2002年11期

2003年12期

2004年13期

2005年

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

車両灯器ランプユニット（92B型：疑似点灯防止型灯器）開発成功

警視庁西日灯器採用、韓国電機交通との交流。＊日亜化学：青色LED開発・実用化の公表

歩行者灯器ランプユニット（94B型：疑似点灯防止型灯器）開発成功、LED灯器研究開始

95A型ランプユニット開発、LED矢印灯器生産・販売

社長・専務・塚本、人事異動。製造部改革、パート社員のアウトソース化

台湾（迎儀商業有限公司）、韓国電機交通との輸出入取引開始

98Bランプユニット開発

海外向けLEDランプユニット開発、台湾合弁会社UTS設立、ラスベガス・シンガポール・トロント展示会

アムステルダム・韓国展示会出展

国内向けLED灯器開発（192型）、マレーシアJ&Mとの交流、販売実績。中国サプライヤー視察

警視庁LED車両灯器採用。30周年記念式典（来賓：韓国、台湾、J&M、北王）、マレーシア展示会出展

UTS台湾への投資：現地駐在員派遣。ODA物件モンゴル・ウランバートル太陽の道（信号灯器・ポール輸出実績）

フロリダ展示会出展（海外向けLED灯器CUBIT開発）、カンボジア、イラン、厦門、輸出。＊経営悪化

＊社長交代：3代目康平社長（50歳）、人事制度改革。UTS台湾クローズ、中国へ

一平社長時代年表（ランプユニット開発、海外展示会出展）


